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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
温
か
い

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
ど
も
議
員
は
、
三
年
前
の
四
月
に
選
出
し
て
い
た
だ
い
て
か
ら

間
も
な
く
四
年
任
期
の
最
後
の
一
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
議
会
が
持
つ
二
つ
の
使
命
で
あ
り
ま
す
「
具
体
的
な
政
策
の
最

終
決
定
」
と

　「
行
財
政
運
営
の
監
視
」
を
達
成
で
き
る
よ
う
、
議

員
一
同
、
村
民
の
皆
様
の
付
託
と
信
頼
に
応
え
る
べ
く
、
日
々
精

進
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
状
の
手
法
等
に
お
い
て
改
め
る
べ
き
点
が
あ
れ
ば

改
め
、
足
り
な
い
点
が
あ
れ
ば
補
う
こ
と
を
目
的
に
、
議
会

改
革
の
検
討
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
、

で
き
る
も
の
か
ら
一
つ
ず
つ
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
か
ら
間
も
な
く
三
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
高
速
交
通
網
が
整
い
、
更
に
村
内
を
通
る
県

道
や
国
道
の
改
良
も
進
み
、
村
外
か
ら
村
内
へ
入
る
道
路
状
況
が

格
段
に
向
上
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
議
員
も
気
持
ち
を
新
た
に
、
議
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、

住
み
よ
い
村
づ
く
り
の
た
め
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
併
せ
て
村
民
の
皆
様
に
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
平
成
三
十
年
が
木
島
平
村
に
と
り
ま
し
て
も
、

村
民
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
も
、
ご
健
勝
で
実
り
多
き
良
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議会に対するご意見
をお聞かせください。
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■
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）の専決

処
分

　
歳
入
・
歳
出
に
２
４
９
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
34
億
８
７
７
万
７
千
円
と
す
る
。

 

内　

容

　

10
月
22
日
・
23
日
に
発
生
し
た
台
風

21
号
の
豪
雨
災
害
関
連
に
係
る
経
費
。

 

歳　

入

・
内
山
地
区
の
農
地
災
害
復
旧
設
計
委
託
料

の
地
元
分
担
金
、
戸
那
子
排
水
機
場

関
係
で
飯
山
市
の
分
担
金
、
地
方
交

付
税
。

 

歳　

出

・
戸
那
子
排
水
機
場
の
水
門
改
修
設
計

委
託
料
、
内
山
地
区
の
農
地
災
害
復

旧
の
た
め
の
設
計
委
託
料
、
和
栗
沖

等
で
農
地
の
冠
水
に
よ
り
堆
積
し
た

稲
わ
ら
や
、
戸
那
子
排
水
機
場
内
の

稲
わ
ら
除
去
の
補
助
金
等
。

承
認
案
件

1
件
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平
成
29
年
12
月 

第
4
回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

▼
開
会
日（
11
月
30
日
）

　

会
期
の
決
定
、
村
長
か
ら
の
諸
般
の

報
告
及
び
行
政
報
告
の
後
、
平
成
29
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
15
議
案
が
上

程
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
案
理
由
の
説
明
、
質
疑
等
を
経
て
、

所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

▼
予
算
決
算
常
任
委
員
会（
12
月
５
日
・
６
日
）

　

平
成
29
年
度
補
正
予
算
、
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
各
課
か
ら
説
明
を

受
け
、
質
疑
、
審
議
等
を
行
い
ま
し
た
。

▼
一
般
質
問（
12
月
12
日
）

　
６
人
の
議
員
が
、
村
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
各
議
員
の
質
問
項
目
は
26
ペ
ー
ジ
）

　

平
成
29
年
12
月
第
４
回
定
例
会
は
、
11

月
30
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で
16
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
、
承
認
案
１
件
、
条
例
案
９
件
、

補
正
予
算
案
12
件
、
事
件
案
１
件
、
同
意
案

１
件
の
合
計
24
件
の
議
案
を
審
議
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
審
議
結
果
表
に
つ
い
て
は
、
全
て

の
議
案
が
全
会
一
致
で
可
決
、
採
択
さ
れ
た

た
め
、
掲
載
を
省
略
し
ま
す
。

■
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

平
成
27
年
の
「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
」
の
改
正
に
伴
い
、
次
回
の
農
業
委
員

の
改
選
か
ら
新
た
に
設
置
さ
れ
る
「
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
」の
報
酬
を
追
加
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
報
酬
と
は
別
に
、
農
業
委
員

会
長
、
会
長
代
理
、
委
員
及
び
最
適
化
推

進
委
員
に
は
、
そ
の
実
績
に
応
じ
て
国
の
農

地
利
用
最
適
化
交
付
金
の
範
囲
で
別
途
報
酬

を
支
給
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

■
職
員
等
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に
よ
る

条
文
の
整
理
の
ほ
か
、
非
常
勤
職
員
の
子

が
、
保
育
所
に
入
れ
な
い
こ
と
等
を
理
由

に
、
や
む
な
く
離
職
す
る
な
ど
、
雇
用
継

続
に
支
障
が
出
る
事
態
を
防
ぐ
た
め
、
原
則

１
歳
ま
で
の
育
児
休
業
を
、
６
か
月
延
長

し
、
そ
れ
で
も
保
育
所
に
入
れ
な
い
場
合

等
に
限
り
、
更
に
６
か
月
延
長
で
き
る
こ

と
と
す
る
も
の
。

条
例
案
件

6
件

▼
常
任
委
員
会（
12
月
14
日
）

　

付
託
さ
れ
た
条
例
等
を
各
常
任
委

員
会
で
審
議
し
ま
し
た
。

▼
全
員
協
議
会（
11
月
30
日
・
12
月
15
日
）

　

村
か
ら
の
説
明
、
報
告
及
び
質
疑
、

ま
た
議
員
間
で
の
報
告
・
協
議
等
を
行
い

ま
し
た
。

▼
閉
会
日
・
採
決（
12
月
15
日
）

　
各
常
任
委
員
長
か
ら
委
員
会
審
査
の

報
告
を
行
い
、
議
案
は
す
べ
て
、
全
会

一
致
で
原
案
通
り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

（
主
な
内
容
は
本
文
参
照
）

上程 24議案を審議 １１月３０日から１２月１５日まで

平成29年12月 第4回 定例会
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前
期
高
齢
者
交
付
金
、
共
同
事
業

交
付
金
、
一
般
会
計
繰
入
金
を
減
額
、

国
民
健
康
保
険
基
金
繰
入
金
を
減
額

し
て
調
整
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

歳
入
・
歳
出
に
１
６
６
万
９
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
５
億
９
９
４
１
万
６
千
円

と
す
る
。

・
介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム

改
修
費
の
増
額
。　
　

  （
２
１
５
万
円
）

・
介
護
認
定
審
査
会
共
同
設
置
負
担
金

の
減
額
。　
　
　

 　
　

 （
▲
50
万
円
）

一
般
会
計
繰
入
金
。　
（
１
６
９
万
円
）等

■
観
光
施
設
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

歳
入
・
歳
出
に
１
７
７
６
万
７
千
円
を

減
額
し
、
総
額
を
１
億
１
５
１
４
万
７
千

円
と
す
る
。

・
リ
フ
ト
修
繕
費
の
精
算
に
よ
り
、

　
一
般
会
計
繰
入
金
を
減
額
。

・
第
７
リ
フ
ト
解
体
撤
去
の
関
係
者

と
の
協
議
で
、
結
論
が
10
月
に
出

た
た
め
、
冬
期
は
、
工
事
施
工
が

・
リ
ー
ス
料
の
精
算
に
よ
る
減
額
。

（
▲
47
万
円
）

一
般
会
計
繰
入
金
を
減
額
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

歳
入
・
歳
出
に
６
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
５
４
８
８
万
円
と
す
る
。

・
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
、

事
務
機
器
の
使
用
期
限
を
１
年
延
長

す
る
こ
と
に
伴
い
、
村
の
接
続
に

　
必
要
な
既
存
シ
ス
テ
ム
の
保
守
作
業

も
延
長
す
る
た
め
。

一
般
会
計
繰
入
金
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

歳
入
・
歳
出
に
２
５
７
８
万
３
千
円

を
減
額
し
、
総
額
を
６
億
５
７
２
０
万
円

と
す
る
。

・
保
険
給
付
費
給
付
の
減
額
。

（
▲
１
６
１
２
万
円
）

・
共
同
事
業
拠
出
金
の
減
額
。

（
▲
１
０
０
０
万
円
）等

　

こ
れ
ま
で
の
実
績
か
ら
年
度
末
ま

で
の
推
計
に
基
づ
く
補
正
。

■
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進

　
委
員
の
定
数
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

平
成
27
年
の
「
農
業
委
員
会
等
に

関
す
る
法
律
」
の
改
正
に
伴
い
、
次
回

改
選
か
ら
の
農
業
委
員
の
定
数
を
定
め

る
条
例
を
制
定
し
た
。

・
農
業
委
員　

10
人

・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員　

８
人

■
高
社
山
麓
観
光
施
設
条
例
の
一
部
改
正

　

新
た
に
建
設
さ
れ
た
高
社
山
展
望
台

「
高
社
山
テ
ラ
ス
」
と
、ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ

カ
ー
競
技
場
の
「
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
」
を

加
え
、条
項
と
文
言
の
整
理
を
行
っ
た
。

■
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
管
理
条
例
の

  

一
部
改
正

　

西
小
路
地
区
に
建
設
し
た
住
宅
を

追
加
す
る
も
の
。

■
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
の
特
例
に

   

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

村
長
、
副
村
長
の
給
与
を
20
％
削
減

す
る
も
の（
平
成
30
年
１
月
～
３
月
）。

次
の
３
つ
の
条
例
は
、
人
事
院
勧
告
に

基
づ
き
改
正
し
た
も
の
。

■
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

　
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

■
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

■
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）　

　
歳
入
・
歳
出
に
約
１
９
７
５
万
円
を
減

額
し
、
総
額
を
33
億
８
９
０
２
万
８
千
円

と
す
る
。

・
農
業
担
い
手
育
成
支
援
事
業
費
を

　
減
額
。　
　
　
　
（
▲
１
２
６
万
円
）

・
農
業
振
興
公
社
運
営
費
や
有
機

　
セ
ン
タ
ー
管
理
委
託
料
を
増
額
。

（
６
３
２
万
円
）

・
国
土
調
査
事
業
の
補
助
金
確
定
に

　

よ
る
事
業
費
の
減
額
。

（
▲
６
８
４
万
円
）

・
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
工
事
の
精
算
に

　

よ
る
観
光
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

　

の
減
額
。　　
（
▲
１
７
６
８
万
円
）

　

各
事
業
に
お
け
る
国
県
補
助
金
等

の
確
定
に
伴
い
、
繰
入
金
を
調
整
。

（
▲
１
２
７
５
万
円
）

■
情
報
通
信
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
・
歳
出
に
37
万
円
を
減
額
し
、
総

額
を
３
億
９
０
５
１
万
６
千
円
と
す
る
。

・
宅
内
音
声
告
知
端
末
修
繕
費
の
増
額
。

（
65
万
円
）

・
情
報
通
信
施
設
整
備
事
業
工
事
の

　

完
了
に
伴
う
保
守
費
の
減
額
。

（
▲
57
万
円
）

予
算
案
件

12
件

※
千
円
以
下
四
捨
五
入

内　

容

内　

容

歳　

入

歳　

入

歳　

入

歳　

入

歳　

入

内　

容

内　

容

内　

容

内　

容
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【
村
長
提
出
案
件
】

追
加
議
案
の
説
明

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
条
例
改
正
、

補
正
予
算
及
び
教
育
長
の
選
任
に

つ
い
て
の
議
案
の
説
明
。

【
議
員
の
み
】

① 

今
後
の
日
程
に
つ
い
て

②「
消
費
者
の
会
」か
ら
の
議
会
一
般

質
問
を
傍
聴
し
て
の
感
想
の
報
告

■
村
道
路
線
の
認
定　

　
国
道
４
０
３
号
の
路
線
が
「
お
ち
あ
い

橋
」
竣
工
に
伴
い
変
更
と
な
っ
た
た
め
、

旧
道
を
村
道
と
す
る
も
の
。

・
認
定
路
線
名　

村
道
７
７
６
号
線

・
起
点　

木
島
平
村
大
字
上
木
島
字

糠
平
４
４
９
８
番
地
３
先

・
終
点　

木
島
平
村
大
字
上
木
島
字

糠
平
４
４
８
３
番
地
先

・
延
長　
１
７
５
ｍ

・
幅
員　
４
ｍ
か
ら
６・６
ｍ

■
教
育
長
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

・
氏
名　
小
林　
弘 

氏
（
中
町
）

　

12
月
定
例
会
の
開
催
中
、
村
と

議
会
及
び
議
員
間
で
様
々
な
案
件
に

つ
い
て
協
議
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
項
目
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

で
き
な
い
と
判
断
し
、
工
事
費
を

次
年
度
に
繰
り
越
す
。

（
１
７
２
８
万
円
）

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

歳
入
・
歳
出
に
１
２
８
万
２
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
３
億
５
６
１
０
万
６
千
円

と
す
る
。

・
消
費
税
中
間
申
告
に
係
る
納
税

  

予
定
額
増
を
見
込
み
増
額
。

一
般
会
計
繰
入
金
。

■
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
・
歳
出
に
14
万
５
千
円
を
追

加
す
る
。

・
賃
金
、
滅
菌
用
薬
品
費
、
職
員

  

人
件
費
。

　

次
の
４
つ
の
補
正
予
算
は
、
人
事
院
勧

告
に
基
づ
き
人
件
費
を
増
額
し
た
も
の
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

（
３
６
３
万
円
）

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

（
４
万
６
千
円
）

お
知
ら
せ

事
件
案
件

同
意
案
件

議
会
全
員
協
議
会

1
件

1
件

●
今
後
の
議
会
の
開
会
予
定

・
全
員
協
議
会   

２
月
７
日（
水
）

・
３
月
定
例
会　

 

２
月
27
日（
火
）～

　
　
　
　
　

 　
14
日（
水
）

●
請
願
・
陳
情
の
受
付
締
切
日

　
２
月
20
日（
火
）

　

受
付
締
切
日
は
、
議
会
開
会
日

１
週
間
前
と
な
っ
て
い
ま
す
。
提
出
に

際
し
、
開
催
日
等
を
ご
確
認
の
う
え
、

早
め
に
議
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
直
接
、
議
会
事
務
局
に
ご

持
参
の
う
え
、
事
務
局
職
員
に
説
明

を
お
願
い
し
ま
す
。

内　

容

内　

容

内　

容

11
月
30
日（
木
）

12
月
15
日（
金
）

歳　

入

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

（
９
万
３
千
円
）

■
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

（
10
万
８
千
円
）

【
村
長
提
出
案
件
】

① 

実
施
計
画
、
財
政
計
画

　

平
成
30
年
度
か
ら
34
年
度
ま
で
の

５
年
間
の
計
画
の
説
明
。

② 

道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
の

運
営
の
考
え
方

　

現
指
定
管
理
者
に
よ
る
指
定
管
理
期

間
終
了
後
、
平
成
30
年
４
月
以
降
は
当

面
、村
直
営
で
運
営
し
た
い
旨
の
説
明
。

③ 

除
雪
計
画

④ 

役
場
新
庁
舎
基
本
設
計（
案
）に

対
す
る
意
見
と
対
応

　

新
庁
舎
基
本
設
計
概
要
（
案
）
説

明
会
で
の
質
疑
応
答
内
容
や
意
見
・

提
案
の
報
告
。

【
議
員
の
み
】

① 

平
成
30
年
３
月
第
１
回
議
会

定
例
会
の
日
程
案

　

平
成
30
年
２
月
27
日
～
３
月
14
日

の
予
定
。

② 

委
員
会
審
査
報
告
に
対
し
て
村
長
が

検
討
等
を
す
る
と
回
答
し
た
事
項

　

平
成
28
年
３
月
か
ら
の
審
査
意
見

の
中
で
、「
検
討
す
る
」
と
回
答
し
た

事
項
を
再
確
認
。

③ 
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
に
つ
い
て

　

親
し
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目
指

し
、
今
後
、
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
を
新

設
し
募
集
す
る
予
定
。
そ
の
た
め
に
、
他

市
町
村
議
会
の
取
り
組
み
状
況
を
確
認
。



◆江田　宏子 議員
　①新庁舎の建設について
　②「ファームス木島平」の今後の運営について
　③「信州やまほいく（信州型自然保育）」の認定に
　　ついて
　④過去の提案への対応・現状は

◆吉川　昭 議員
　①観光客への案内表示などについて
　②村（村民）の収入と税収について
　③ファームス木島平の指定管理変更に伴う
　　農村木島平㈱の対応について

◆勝山　卓 議員
　①第 2 期指定管理に向けた農の拠点施設
　  （道の駅ファームス木島平）の運営管理と
　　産業ネットワーク協議会について
　②通学路の交通安全対策、早期歩道設置を
　③内部統制の取り組みについて

◆土屋　喜久夫 議員
　①水田農業をどう進めるか
　②観光施策はどのように進んでいるか
　③役場庁舎の村民意見はどのように反映
　　されるか
◆樋口　勝豊 議員
　①国民健康保険について
　②保育園、小・中学校にエアコンの設置を
　　求める

◆萩原　由一 議員
　①旧北部小学校プール跡地の活用について
　②農村交流館でも役場窓口業務の一部を

各議員の一般質問の項目
12月12日、6人の議員が次の課題について質問しました。

24

質問・答弁の要旨は、
議会だより2月号に掲載いたします

審査意見（12月）

●村税の滞納整理の努力は評価する。今後も公平性の確保に向け、さらなる徴収に努められたい。

●やまびこの丘公園内へ駐車場と進入路が新設され、入園料の無料化が検討されているが、事業
計画時には、常に投資効果、整備の優先順位等を現場関係者とも十分協議し、調整を済ませた
上で事業に着手されたい。

●村長の太鼓判は、想定以上の収量を確保できたので、販路の拡大に努力をされたい。また、
米コンクールでの受賞効果等で、木島平米の評価が高まっている一方、太鼓判のインパクトは
薄れてきているので、実態を調査し、次年度以降の計画・戦略を検討されたい。

●そばの減収を要因として、農業振興公社への補助金の増額予算が計上された。
　遊休農地対策としての「そば振興」の有効性をしっかり検証し、村の負担を増やさないよう、
計画を再考されたい。

●村有施設の老朽化による修繕費が年々増え、今後も増大が見込まれる。想定外の出費を抑制
できるよう、適正な管理に努められたい。

予算決算常任委員会
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審査意見（9月）に対する村の対応（主旨抜粋）

９月議会定例会で各委員会から出された「審査意見」に対する村の対応の報告です。
28 〜 29 ページに続きます。　　　　　　　　　　　　 （11月30日 本会議「諸般の報告」より）

予算決算常任委員会関係

●災害時、ふう太ネット等も活用し、住民への情報が伝わるよう、平時から備えられたい。
村内で災害が発生した場合、あるいは発生する恐れがある場合には、情報を速やかに
伝えるよう、ふう太ネットの活用も含めて体制を整えていく。

●協働の村づくり支援金については、必要に応じて事業が継続できるようなサポートをされたい。

事業の内容が多くの村民に関係するもので、その効果が期待できる事案については、協働
の村づくり支援金とは別の支援を行うことも含めて継続できるよう、関係課と協議していく。

●防犯カメラについては、設置場所を再点検し、関係機関と有効な場所を検討されたい。

現在、村内７か所に防犯カメラを設置しているが、増設も含めて、設置場所、設置個所を
関係機関とも協議していく。

●平成 28 年度、福寿苑の利用者がなかったが、各種福祉施策などニーズの掘り起こしをされたい。

いきいき広場等の実施時に、参加者に要望等を聞きながらニーズの掘り起こしを進めていく。

●大学連携については、過去の検証をし、有用なものについてはさらに発展されたい。
　わせだいらについては、村民との交流が進んでおり、さらに進展されるよう支援されたい。

各大学及びわせだいらと村との連携については、それぞれの内容を随時検証し、双方に
メリットがある形での事業となるよう進めていく。

●ふるさと応援団については、公式ウェブサイトへの掲載などあらゆる手段を講じて新規会員の勧誘に
　努められたい。

村としては、情報発信により新規会員の勧誘に努めているが、村民の皆さまにも知人・
友人に応援団をご紹介いただくよう協力を呼び掛けていく。

●高齢者通院助成制度が無くなったが、介助等が必要な弱者に対する通院等のサービスが低下しない
　よう配慮されたい。

高齢者等の移動時に必要なサービスを、利用者に意見や要望を聞くなどして、配慮が
欠けることのないよう、方法などについて検討を進めていく。

●公式ウェブサイトについては、内容を再点検し、常に最新の情報を提供できるよう努力されたい。

定期的に点検を行い、常に最新の情報を提供するよう努めていく。

対 

応

対 

応

対 

応

対 

応

対 

応

対 

応

対 

応

対 

応
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審査意見（9月）に　 対する村の対応（続き）

総務産業常任委員会関係

●老人福祉バスの利用率が低下している。高齢者の外出支援に向け、利用の促進を図られたい。

利用者に直接話を聞きながら、利用率の向上などの対策を進めていく。

●国県道の改良期成同盟会については、将来の維持管理も見据え、継続に向け協議されたい。

それぞれの期成同盟会において協議し、対応していく。

●公営住宅は、実情に応じて家賃設定の弾力化を検討されたい。

入居の申込み状況等を精査し、実情に応じて対応するよう検討する。

● 6 次産業推進協議会に多額の補助をして、商品の研究開発がされたが、未だ商品として日の目を
　見ていない。早急に商品化を図られたい。

今年度、商品開発を計画していたキノコのスイーツ・柿のスイーツは、原料調達の時期
の関係で 11 月になって製品化した。今後、広報等でお知らせをするとともに販売を開始
する予定。

●ＤＭＯ（観光地域づくり）推進に当たっては、目的達成に向け、村民理解を得られるような組織体制
　を構築されたい。

現在、観光地域づくりの重要な役割を担う観光協会に対して現状分析・課題抽出・課題
解決策について検討してもらっている。今後、その答申内容も踏まえて、組織体制づくり
を進めていく。

●加速化交付金の事業については、その投資効果が見られない事業がある。今後の事業展開については
　実情を検証し、補助または委託先について慎重に選定されたい。

将来企業の可能性がある事業について、試験調査や計画策定を行う内容の業務も含まれて
いたが、結果的に起業には繋がっていない事業もある。
今後は、事業者や事業等を採択する段階で内容を精査し、慎重に対応するよう努めていく。

●大町倉庫の老朽化が著しい。倉庫内の民俗資料の活用や保管方法を早急に検討されたい。
大町倉庫の解体と収蔵品の移転については、関係者と検討を進めているが、適当な保管先
が選定できていない。今後も引き続き検討を進めていく。

●各種事業推進に当たっては、補正がないよう計画的な予算計上に努められたい。
当初予算に計上する事業は、予算要求時に内容を精査し、事業費の増額補正等を行わない
よう努める。
年度途中で必要となる事業は、その必要性、緊急性を検討し、補正予算計上の判断をする。

対 

応

対 

応

対 

応

対 

応

対 

応

対 

応

対 

応

対 

応
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議
会
改
革
検
討
委
員
会

審査意見（9月）に　 対する村の対応民生文教常任委員会関係
●新生児の聴覚検査料の全額国費負担について、交付税措置もあることから、早急に制度を確立されたい。

当該検査の実施率が高いことを考慮し、新年度の予算編成で制度化の検討をする。

●今年度延期された通学合宿の実施方法を精査し、確実な実施体制を確立されたい。
10 月に実施した状況を踏まえ、次年度に向けて確実な実施体制で運営できるように、
早期に関係者と打ち合わせを行い実施する。

●放課後子ども教室での学習支援については、全児童への公平性を保たれたい。
今年度は試行として、放課後子ども教室利用者を対象とした算数教室と英会話教室を
学習支援の一環として実施している。今後、放課後子ども教室利用者以外に参加を希望
する児童への学習支援の実施方法について検討していく。

●再三審査意見を上げているが、可決前に補正予算を執行することのないよう、当初予算の段階から
　慎重な予算要求をされたい。

予算計上をした上で計画的に事業を執行していく。
なお、災害など緊急を要する事案もあり得ることはご理解いただきたい。

対 

応

対 

応

対 

応

対 

応

　

12
月
６
日
、
議
会
改
革
検
討
委

員
会
を
開
会
し
ま
し
た
。

　

検
討
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
村
内
の
各
種
団
体（
住
民
）と

懇
談
会
を
行
う
予
定
で
す
。

②
議
員
力
向
上
を
目
指
し
、
長
野
県

町
村
議
会
議
長
会
事
務
局
の
職

員
を
講
師
に
、
研
修
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

③
審
査
意
見
で
村
長
が
検
討
を

約
束
し
た
課
題
の
状
況
を
確
認

し
ま
す
。

④
本
会
議
で
の
常
任
委
員
会
審
査

の
報
告
は
、結
果
だ
け
で
な
く
、

審
議
の
過
程
も
報
告
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。

⑤
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
制
度
を

検
討
し
、
議
会
だ
よ
り
に
対
す

る
意
見
の
募
集
を
図
り
た
い
。

　

紙
面
で
は
伝
わ
ら
な
い
議
会
を
体
感
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

実
際
の
議
会
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
す
る
こ

と
で
、
村
議
会
の
活
動
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
議
会
当
日
、
直
接
議
場（
役
場
2
階
）に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
は
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
樋
口
勝
豊
議
員
が
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
辞
職
願

を
提
出
し
、
平
成
29
年
12
月
31
日
付
で
許
可
さ
れ

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
現
議
員
数
9
人
）

●
初
め
て
傍
聴
し
た
。
一
部
し
か
聞
け
な
か
っ
た

が
、
全
部
聞
き
た
い
と
思
っ
た
。

●
呼
び
か
け
方
を
工
夫
し
て
、
多
く
の
人
に

傍
聴
し
て
も
ら
い
た
い
。

●
ふ
う
太
ネ
ッ
ト
の
「
明
日
の
予
定
」
の
音
声

だ
け
で
は
誰
が
質
問
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い

の
で
、
名
前
も
言
っ
て
ほ
し
い
。

●
村
長
の
答
弁
が
傍
聴
席
ま
で
よ
く
聞
こ
え

な
か
っ
た
。
も
っ
と
は
っ
き
り
と
話
し
て

も
ら
い
た
い
。

●
村
の
情
勢
を
聞
き
た
い
の
で
、
議
員
に
報
告

会
な
ど
を
開
い
て
も
ら
い
た
い
。

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

消
費
者
の
会

　
　
一
般
質
問
を
傍
聴
し
て
の
感
想


